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高知県 公共事業再評価委員会 委員長
高知県 港湾審議会 委員
高知県道路アセットマネジメント委員会 委員長
高知県PPP/PFIプラットホーム 座長
高知市 上下水道経営審議会 会長 など

日本学術会議 連携会員
地域活性学会 副会長・中四国支部長
流域圏学会 会長
日本環境共生学会 理事
NPO法人社会貢献研究所 理事長
社会マネジメントシステム学会 事務局長 など

高知工科大学
社会マネジメントシステム研究センター長
大学院起業マネジメントコース長
経済・マネジメント学群教授

元㈱グリーン・エネルギー研究所代表取締役社長
【木質バイオマス発電、木質ペレット製造】

専門分野 社会システム経営論，地域活性化・起業、
行財政改革、気候変動適応策【文部科学省】
社会基盤アセットマネジメント【内閣府】



【略歴】

民間企業：住友金属工業株式会社（現、日本製鉄）
～製鉄所のリプレイス事業、余剰人員対策（仕事を創造する仕事）

公的組織：本州四国連絡橋公団
～来島海峡大橋、多々羅大橋の建設企画設計、明石海峡大橋の設計

行政組織：建設省（現、国土交通省）
～道路維持管理、光ファイバー網、河川管理、災害復旧、補助金行政

大 学：高知工科大学
～マネジメント学部を創部、経済・マネジメント学群に改編

会社経営：株式会社グリーン・エネルギー研究所（代表取締役社長）
～木質バイオマス発電事業、木質ペレット製造事業

NPO経営：NPO法人社会貢献研究所（理事長）
～建築関係業務・アドバイザー、行政経営・地域活性化アドバイザー
地域活性学会事務局
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３．研究方法の設計方法
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５．デジタル/知識社会の研究と学術



１．実務研究の意義と論文の在り方



〇実務家の経験知と学問（１）

起業家や事業家の新事業創造の成功事例がよく行政のデータベース
で紹介されるが、他者がそれを参考に実践することは困難である。

多様な関係者が複雑に関係していて、その環境の中で事業を創造す
る必要がある。

私が実際に起業して得た経験から、起業はステップごとにさまざま
な環境変化や予測不能な状況に対応できて初めて成功するものであ
り、事例を知った程度での模倣はほぼ不可能だ。



〇実務家の経験知と学問（２）

実務家には事業創造を成功させる秘訣があり、時として直観的に
事業構想を提案し、重要な経営判断を行っている。

しかし、自らがその根拠を説明できない場合が多い。それでは、
実務家の経験を生かした地域活性化を展開できない。

地域活性化を推進するためには彼らの経験知を理解できる「知」と
して次の実践者に伝え、どのような実務能力や方法論を身に付ける
必要があるのかを理解してもらうことが重要だ。

誰もが正しいと認める学問で経験知を伝達可能な形式知として説明
できることが重要であり、そこに学問の重要な役割がある。



〇実務家の経験知と学問（３）

起業した経験から分かったことは、事業創造を成功させる上でこれ
らの基礎理論を使うことは非常に重要だ。一方で、実際に成功に導
いてくれたのは、その過程で得た経験知でもある。

実務家の経験知を可能な限り伝達可能な形式知へ変換することとは、
（１）基礎理論を実務に応用すること、
（２）より詳細な理論を追加すること、
（３）実務から新たな理論を発見すること、

実務家がこの形式知への変換に貢献し、学術的基礎理論と実務的応
用理論が統合されたら「地域活性学」の体系化が可能になり、
実務家が実際に起業や事業創造する方法を自ら考え創造できる。



〇実務研究者の貢献

学術的体系
から論理

研究者

社会人

事象認識

実務的経験
から含意

真意

概念

論理の認識

意味の認識

論理的理解
論理の統合化

実務的会得
含意の構造化



社会現象

人間行動

生物進化

制度設計

論理的説明

マネジメント

現実世界の現象・進化

基礎的学術分野

心理学・経営学

経済学・社会学

人類学・生物学

学術応用分野

■学術体系



文化

学術

社会
創造（一次）
モデル

展開（二次）
モデル

統合（三次）
モデル

社会現象の
基礎研究

（「学術研究の新しい流れ」
日本学術会議第３常設委員会を参考に構成）

自然現象の
基礎研究

基礎科学技術の
応用研究

応用技術の
実用化研究

基礎社会技術の
応用研究

科学技術および
社会技術の
統合による実用化研究

■研究体系

原理を実装する。

原理を知る、

原理を応用する、
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■社会システム
基礎領域から社会的課題へのインテグレーション

理論統合による社会システム構成

学術理論の応用

学術理論

企業経営

低成長社会と財政

自治体経営

持続可能な社会三位一体改革
社会資本整備

ニューパブリック
マネジメント

アセット
マネジメント

資産・経営管理
システム

マーケッティン
グ技術

ＧＩＳデータ技術
ＬＣＣ技術



■教育・研究と実務的マネジメントを繋ぐ領域

基礎技術領域

実務的

(社会的)

社会・企業組織
の活動分野

要素的(探究的)

研究的

(学術的)

総合的 (統合的)



社会システム
経営システムの仮説
（行政経営、事業形成、政策立案
などの方法論・システム仮説）

社会貢献による実験
（具体的なシステム構築および運用）

社会貢献の成果確認
（パフォーマンス、プロセス確認）

システム設計、プロセス設計
の論理・構造検証
（ロジックの検証と新たなロジック構築）

■社会と研究の関係
〇システム仮説の検証としての社会貢献。
〇社会システム研究は、実現象の観察による論理の推論、および、
論理に基づく指標の確認。

〇研究サイクルの何処から始まるかは、本来は対象・制約に依存して自由。



〇実務家研究の論文化へのステップ

第一に、実務家自身しか知り得ない経験知を詳細に記述することで、
その経験知が形式知として読んだ人に伝わる。

第二に、そこから得られる仕組みやパターンを読み解くことで、成
功に至る法則性や思考方法が明らかになる。

第三に、なぜそのような仕組みやパターンが成功へと導き、法則性
が成立し、思考方法が有効に働くのかを理論的に説明することで、
それを読んだ次の実践者が成功の理由やメカニズムを論理的に理解
できるようになる。

学問が提供する理論がこれらの実務家研究を支えてくれる。
この段階的な実務家研究が新たな基礎理論を創造する。



〇地域活性学の体系（１）

第一に、地域活性学は実務家がこれを学ぶことで地域活性化を実践
できることが重要である。

それは多様な学問分野を統合して課題構造を理解する方法を思考・
実践できる形式知を提供することが求められる。

第二に、事業創造における価値創造の仕組みやそのための事業リス
クや資金・金融リスク、組織・人材リスクなどに対応する具体的な
各分野での実践的方法を思考・実践できる形式知を提供しなければ
ならない。社会福祉や教育問題でも同様である。



〇地域活性学の体系（２）
【必要とされる体系要素】

①活性化の目的に応じた学術統合による分析と思考方法

②学問分野ごとの形式知

③理論と現実をつなぐ形式知

④基礎理論と応用理論の関係性

⑤基礎理論・政策・実践の各分野の関係性の提示

⑥これらの体系を確立し進化させるための研究方法論



２．研究論文の基本的作法



実務家の研究方法論（研究論文の綴り方解説）

【研究論文の構成】
１．背景

２．リサーチクエスチョン
⇒これに答える為に必要な理論は何なのか

３．先行研究
⇒どんな答え(理論)が既にあるのか、
⇒何が答え（理論）として欠けているのか
⇒どうやって研究しているのだろうか

４．研究目的
⇒疑問に対して欠けている答え（理論）を導出する。

５．研究方法
⇒研究の方法は研究テーマ毎に設計する。

６．研究内容、研究成果



【研究者】
学者・職業的研究者 ：地域活性化を支える

基礎的学術理論を創造。
学問体系の文脈の中で、
長期的に一般化理論の発展を追求。

実務家・社会人研究者：現実社会において
地域活性化を実践的に担当。

実務からの仕組み理解で学術理論の
応用理論/詳細理論を追求。

【実務家にとってなぜ研究が難しいのか】
テーマと内容：大きすぎたり、細かすぎたり、

事実を書いても評論やエッセイになったり、



文化

学術

社会
創造（一次）
モデル

展開（二次）
モデル

統合（三次）
モデル

（「学術研究の新しい流れ」
日本学術会議第３常設委員会を参考に構成）

■研究とは？

原理を実装する

原理を知る

原理を応用する

研究成果とは：
基礎理論、
応用理論、
展開理論、
(学術の)統合理論、

その展開として：
課題発見と整理、
課題の論理化、
解決策の論理化、
なども



実践の理論化：

実務的研究ではあっても普遍性、或いは、それに通じる
論理性は求められる。

個々の実体験への深い洞察から、表面的な現象やデータ
の裏に潜むメカニズム（理論的に説明できる内容）
を推論する。



〇背後に潜むメカニズムを発見する（洞察）

膨大なデータから繋がりを洞察する

データの範囲の影響を考える必要

複数のメカニズムが存在する可能性

●



【研究者の論文と実務家の論文】
研究者と実務家で論文の形式や内容が異なることはありません。
しかし、その性格や意義には違いがあります。

研究者の学術研究の場合は、論点を詳細に整理し、
その分野での学術誌の先行研究論文を詳細に調べることで、
導き出すべき新たな知見を特定した理論研究を行います。

実務家の応用研究の場合は、
実務を詳細に経験し理解しているアドバンテージを活かし、

論点整理、例えば「何が課題なのか」、「何が分かっていないのか」
を明確にして、これを理論的に説明できる論理を構築する。



実務家のアドバンテージは、実務経験を詳細に記述すると、

事実の背後に潜んでいる課題発生等の全体メカニズムや論理が見えてくることです。
これは事例研究であり記述的推論と呼びます。
実はこれだけでも十分に価値ある成果になります。

多数の事例や数的データで研究する場合、
それは比較研究と呼び、現象の部分研究です。その方法は二つあります。
一つ目は、記述的推論で確認したメカニズムや論理の共通部分を導き出して、
一般化理論を導き出す方法です。
二つ目は、記述的推論で確認したメカニズムや論理に関係する要素を抽出し、
その関係性を分析する方法であり因果的推論と呼びます。

データを取得して要素間の因果関係を分析する方法では、頻繁に統計的手法が
用いられます。これも実は比較研究に分類されるものであり、現象の一部を
取り出して研究していることになります。
しかし、実際にはその背後のしっかりしたメカニズムの推論が無くてはなりません。



事例 分析
一般的/抽象的

⇒理論

結果が分かって
いる事例

何故そうなる？
【仕組み推論】

法則・パターン
⇔既存理論との照合

【職業研究者（学）】
当事者ではなく、
経験・経験知は持っていない。
【実務者（産官民）】
当事者なので、経験・経験知は有り、
詳細な情報やプロセスを知っている。
今でも進行中の当事者であることも。

経験・経験知
詳細な情報やプロセス

【実務者（産官民）】

直
観

こう言うものだ！
この方法で良い！

伝
わ
ら
な
い

見える知！
共有できる知！

【論文(理論)】

既存理論との照合
⇔

基礎理論の詳細理論
の応用理論
の追加理論

【研究者】
実務者の知見を踏まえた
研究の高度化
⇒実務者との連携
【実務者(産官民)】
成功者の論理的な模倣
論理的な政策立案など
⇒実践の高度化、成功化

地域活性学の意義



事例 分析 一般的/抽象的

⇒理論
経験
経験知

詳細情報
プロセス

先行研究
⇒未解決の
部分を知る。

学術理論
⇒当てはめ
てみる。

詳細理論
応用理論
追加理論

実践

政策



３．研究方法の設計方法



研究方法設計と制約

〇研究の意義
•以下の部分あるいは全てのステップへの後編が研究となりうる。

⇒課題記述⇒理論貢献⇒理論検証

〇研究の制約
•情報・データの不確実性、不明確性
•データ取得の限界
•観測手段も完全ではなく
•変数間の関係、理論間の関係が不確実

★科学的推論が最も重要となる理由である。

〇研究方法設計
•制約の中で、得られる理論・事実を不確実性を如何に小さくするのか。
•研究方法は、研究目的に対応して本来は個々の研究で異なる。
•研究手続きを設計し、公開し、再現性を確保する必要がある。



■研究プロセス

●まず、論理や考え方（例えば、人間はこう行動するはずである）
があってモデル・仮説が存在し、研究が始まる。

●論理を実際の社会活動・物理現象で実証する。
その結果、当初の予測から外れている理由を
究明して、最初の論理の不具合を修正するプロセス

⇒真実に近づく：研究プロセス

●仮説の進化と社会の進化

仮説は、物事の原理を説明するものであり、それがより確からしいものとし
て確認されることで、進化が生まれる。

より確からしい仮説を前提に、様々な社会の進歩が実現され、より良い製品
をつくることが出来る。



■研究対象と研究方法論の関係

社会現象

自然現象

相互
作用

観察⇒推論

●論理の導出。

●仮説の導出。

●重ねることで
不確実性を低減し、
実証。

●事例から指標とい
う数字により検証。

但し、数字は統計。
但し、多数の事例。

工学実験
社会実験

●多数の事例⇒実証

●仮説を数的に実証

複雑な全体現象
或いは分部・側面を
俯瞰的に説明出来
る論理であるが、一
事例の推論には
不確実性の課題。

指標或いは数字は
現象の一側面を
表現しているに過ぎ
ない。

現象の再現
将来の創造

文理統合による
社会シミュレーション

個別科学を統合することで、現象
を再現出来ることを示し、個別の
科学では発見できない現象の
帰結或いは課題を特定する、
または、解決方法を導出。

（注１）分野の特定と研究方法論の関係が重要。
（注２）哲学や政治学などの概念や哲学的な思考に関わる研究は除く。

記述的推論
因果的推論

複雑性

･推論の
優位性

･事例の
重ね合わ
せで単純
化するこ
との是非

･事例が
外れ値で
ある場合
と、

･反事実
的分析

●演繹的に導出



現象

個有性

環境／条件

変数

制度

文化

統合的理解 部分の論理／分野
（数式／指標／一部の仕組み）

★個別研究⇔比較研究



• 定量的研究／定性的研究

〇定量的研究（予備実験から、現象観察から）

• 数字、指標、数式で表現

• 統計的研究が中心であり、学術的成果や現象観察、或は、予備的実験
から仮説を導出する。

• 多数事例あるいは実験からのデータ収集により検証する。

〇定性的研究（データから、現象観察から）

• 仕組みや法則性の推論

• 事例研究が中心であり、詳細な記述により仕組みや法則性など直接的
観察やデータでは得られない事実・含意を導き出す。

• 一事例の詳細記述（歴史学的）による研究もあるが、多くは複数事例の
記述により共通する仕組み等の含意の確からしさを高める（不確実性の
低減）を行う、或は、データ収集による含意の検証を行う。

〇共通性

• 多数事例から同様の事実・含意を確認する、或は、多数の実験から同様
の現象再現確認や統計的数値による確認から、不確実性を低減する。



• 記述的推論／因果的推論

〇記述的推論

• 直接的な現象説明やデータを超えて、観察されない事実や仕組み、含意
を推論する。

〇因果的推論

• 観察された現象やデータから因果関係を学ぶ。

• 記述的推論から因果関係を推論する。

〇推論の基本

• 現象観察やデータから、最大限の事実、含意、仕組みを推論する。

• 暗黙知による推論では不十分な場合が多い。

• 多くの事例観察やインタビューにより、見えていない事実、含意、仕組み
を認識することも重要である。

• 反証や対抗仮説により、推論の妥当性を確認することも。

• 推論能力は、研究者の気付き能力が問われる最重要の能力である。



〇背後に潜むメカニズムを発見する（洞察）

膨大なデータから繋がりを洞察する

データの範囲の影響を考える必要

複数のメカニズムが存在する可能性

●



４．研究にありがちな過ち



• 研究方法設計と制約、バイアス
〇研究上の問い・・・研究で想定される理論を考える。

⇒理論の検証に必要なデータ収集方法、実験方法。
⇒対象、範囲、想定する理論・仮説などを踏まえたデータ収集、実験
を実施する。

〇想定と完全には一致しない、或は、異なるデータが得られた場合。
⇒一般的には、データ収集、実験によるデータ再収集を実施すべき。
（注）実験方法や母集団を選んだ段階で既に想定する理論に適合

する方法論を選んでいる。
〇仮に異なる結論あるいは、論理を付け加える場合。

⇒都合の良い理論で、既にバイアスを含んでいる可能性がある。
⇒後解釈は危険であり、十分な注意が必要である。

〇バイアスの生じる可能性
⇒母集団、誰を対象にヒアリング・実験したか。
⇒集計による変数の無視で、情報は減少する（推論の重要性）。

・多数の小単位データ→まとめることによるバイアス
（変数を無視することに）

→そのまま解析
（不確実性は増大⇔含意を失わない）



A B



• ありがちな誤った研究

〇現象観察、データによる推論

• 東京人が一年間に食べる牛肉量は大阪人の約半分である。これは、頻繁に食べるカレ
ーに肉を入れるが、東京は豚肉、大阪は牛肉が多いからである。

〇反証、対抗仮説
• 東京人と大阪人が一年間に食べる豚肉量は、ほぼ同じである。

⇒（元の理論が支持されない）東京人の牛肉量が少ない理由にはならない。

• 東京の物価は大阪より高いので、牛肉より安い豚肉を多く食べる。また、東京人の食べ
牛肉・豚肉の総量も少ない。

⇒（違う理論でも説明できる）物価を考えると東京人は貧しい。
• 東京人は、健康志向が強いので牛肉・豚肉の食べる量が少ない。

⇒（違う理論でも説明できる）総量を少ないが、ビタミンBの多い豚肉を好む。
• 大阪人はカレーよりもお好み焼きを多く食べるが、豚肉を多く食べる。

⇒（追加理論が必要である）カレーは正しいが、お好み焼きも説明には必要である。

〇間違いのポイント（推論が不十分）
• 現象説明の推論が十分ではなく、現象全体の理論を網羅していない。
• 現象説明の推論が十分ではなく、別の理論でも説明出来ることを見落としている。
• 現象説明は正しいが、全体を説明する上では不十分である。

⇒仮に数的データで理論・仮説を立てる場合でも、記述的推論・因果的推論は依然と
して重要である。



論理のバイアス

現象

★記述的推論の重要性

この議論でも説明出来る可能性！

この理論でも説明出来た！



• 研究対象と不確実性の評価



研究方法 例示
詳細なインタビューとアンケート調査による

論理モデルの構築と課題解決



■例示
トンネル歩行者の安全確保を考える。

●トンネルを歩く人は、自動車やトラックに
ひかれることへの不安を感じて歩いている。
一方、ドライバーは歩行者をひいてしまう不
安を感じてトンネル内運転している。

●この問題を解決する方法は、問題発生
の構造を明らかにする必要がある。

●次に、問題発生の構造から課題解決の
方法を導き出す必要がある。

⇒ロジックモデルの構築
⇒多くのマネジメント手法において同様
のモデル化が求められる。



■例示
トンネル歩行者問題構造とロジックモデルへの展開

現象と意識の
論理構造の抽出

ツリー図に展開

既存施策や考
えられる施策と
対応

（ポイント）問題を構造化する場合、専門家の暗黙知
だけでは不十分な場合がある。市民に聞くことの
重要性がここにある。

暗黙知だけに頼る
研究の
危険性！



■例示：ロジックモデルに基づく対策の企画



特徴 歩行者の不安 歩行者の不快 ドライバーの不安

井の岬トンネル
(n=111)

延長315m、ITS、漏

水対策、歩道床盤化

風圧、ドライバーに疑

念、暗い

汚い、ぞっとする、くさ

い

歩行者に接近、歩行

者に気づかない

伊田トンネル
(n=125)

延長172m、日常生

活利用、未改修

風圧、足下が悪い、ド

ライバーに疑念

汚い、ぞっとする、水

がはねる、くさい

歩行者に接近、予想

外の行動

赤字は修正済み決定係数（高須地区）
青字は修正済み決定係数（朝倉地区）
赤字は標準偏回帰係数 （高須地区）
青字は標準偏回帰係数 （朝倉地区）
**は1％有意
*は5%有意

*figure of Dr. Kenji OKAMURA , Kochi University of Technology

データ分類の重要性
（属性に対する考察）



５．デジタル/知識社会の研究と学術



１．DXとは何か？
２．DXと次世代人材育成
（デジタル社会の人材像）

DX：デジタル・トランスフォーメーション
（デジタルへの移行）



１．DXとは何か？
あらゆる産業において、新たなデジタル技術を利
用してこれまでにないビジネスモデルを展開する
新規参入者が登場し、ゲームチェンジが起きつつ
ある。こうした中で、各企業は、競争力維持・強
化のために、デジタルトランスフォーメーション
（DX：Digital Transformation）１をスピーディー
に進めていくことが求められている（平成３０年１２月）

対応しなければ生き残れない。

DXの定義：
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、
顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するととも
に、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位
性を確立すること。」 （経済産業省）

社会の様々な情報がデジタル化されていく。

しかし、
この定義は主として目的を語っている。
DXの機能構造や創造プロセスを語る必要がある。



事例 分析
一般的/抽象的

⇒理論

結果が分かって
いる事例

何故そうなる？
【仕組み推論】

法則・パターン
⇔既存理論との照合

【職業研究者（学）】
当事者ではなく、
経験・経験知は持っていない。
【実務者（産官民）】
当事者なので、経験・経験知は有り、
詳細な情報やプロセスを知っている。
今でも進行中の当事者であることも。

経験・経験知
詳細な情報やプロセス

【実務者（産官民）】

直
観

こう言うものだ！
この方法で良い！

伝
わ
ら
な
い

見える知！
共有できる知！

【論文(理論)】

既存理論との照合
⇔

基礎理論の詳細理論
の応用理論
の追加理論

大学院における社会人教育（リスキリング教育）

実践から論理を学び、
⇒課題解決、システム創造（DXなど）

を実現する。

システム創造（DXなど）
⇒新たな学術の展開の可能性
⇒学術統合が新たな価値を生む論理
（パターン、統合理論・・・）

⇒複数の学術理論を学び、これを統合して課題構
造（新たなメカニズム）を明らかにする。
⇒そこから、ソリューションを創造する。



DXの構造の定義とは、

①経営課題を様々な社会的要因を踏まえて
説明出来る社会システムモデル

②求める現象分析機能やソリューション機能
を備えたデジタルモデル

③デジタル化された経営企画機能

をつないだ三層構造がDXの構造定義と言える。
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降水量 気温、OLR、SST、気圧、風向・風速空間相関 二乗平均平方根誤差

水に関する
便益

水政策受忍
意図

水に対する満足に関わる意識構造ロジックモデル
（但し、経済的満足は除く）

利水によ
る満足度

水資源量認識

他地域恩恵認識

いつでも使える

安心して使える

いくらでも使える 渇水危機認識

共通利益認識

面倒・負担感

飲める恩恵認識

過去の渇水の知識

政策・施策の内容と効果
１．安定供給の対応
２．適切な維持管理の確保
３．水質管理の徹底

情報提供
１．気候変動
２．水資源・干ばつ
３．地域間関係
（情報の正確さ、不確実性）

気候変動の影響知識

水資源実態の知識 政策・施策の内容と効果
１．節水
２．水資源対策
３．水資源配分

など

適応策受忍意図
社会的動機

実利的動機
節水効果・負担知識

渇水経験

水質に対する理解

負担に対する理解

（最終アウトカム）
（戦略目標）

（中間アウトカム）

（認識アウトカム） （知識アウトプット）

（情報・適応策インプット）

行政の信頼感 行政行為の理解

行政の信頼感 行政行為への理解

注１）社会的動機

道徳観、責任感、規範に対する意識
に基づく動機と定義する。
注２）実利的動機
費用便益、実効性、実行可能性の
認識に基づく動機と定義する。

治水によ
る満足度

他地域恩恵認識

安心生活の満足

守られている満足

洪水危機認識

利他貢献認識

協力負担感

治水の効果の知識

情報提供
１．気候変動
２．洪水の頻度と規模・被害
（過去および予測）
３．地域間関係
（情報の正確さ、不確実性）

政策・施策の内容と効果
１．治水事業
２．水防対策
３．これらの効果 など

治水での負担理解

洪水経験過去の水害の知識

気候変動の影響知識（最終アウトカム）
（戦略目標）

（中間アウトカム） （認識アウトカム）
（知識アウトプット） （情報・適応策インプット）

行政の信頼感

行政行為の理解

行政の信頼感 行政行為の理解

他地域比較認識

自衛による回避知識

適応策受忍意図
社会的動機

実利的動機

水による環
境満足度

（最終アウトカム）
（戦略目標）

適応策受忍意図

健康への恩恵認識

気候変動影響認識

河川近接の実感

環境維持への要求満足

環境を享受出来る満足

協力負担感

水質環境の認識

環境とは何かの理解

情報提供
１．気候変動
２．森林と環境
３．河川流量と水質変化予測
４．地域間関係 など
（情報の正確さ、不確実性）

政策・施策の内容と効果
１．環境対策事業
２．ダムなどの治水事業の
影響と対策

３．環境創造 など
環境保護努力の認識

環境変化に関する実体験過去環境との差異理解

気候変動の影響知識

（中間アウトカム） （認識アウトカム） （知識アウトプット） （情報・適応策インプット）

行政行為への理解

身近な水環境実感
上下流の関係認識住環境への満足

生物環境の認識

他地域恩恵認識

共通利益認識

行政の信頼感

普遍的環境認識
水環境現状の認識

環境保護活動の情報提供

環境事業への理解
社会的動機

実利的動機

気候変動影響認識

治水の恩恵認識

気候変動影響認識
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i=j   number of industry sector  → 108 * 108

m = 7   value added e.g. compensation of employees, operating surplus, etc. 

n = 7   final demand e.g. expenditure of government and household, etc.

Water use: SW = surface water, GW = groundwater, RW = recycled water, etc.

Virtual water: water used for imported goods 
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四国地域間産業連関表

水資源分析

地域間産業連関モデル（四国を対象に作成）四国及び吉野川流域で作成

■最新の気候変動モデルでダウンスケーリング

■吉野川の洪水・干ばつ予測

予測モデルの選択と
シミュレーション
(降雨、気温など複数の指標の
適合性で選択するシステム)

吉野川の水文モデル
開発と予測

■年間降雨ﾊﾟﾀｰﾝ予測と需要の関係分析

産業政策・適応策に
基づく将来水需要

■満足の意識構造ロジックモデル

水需要量情報

地域に住んで
おられる方々

行政・研究者
（専門家）

正しい情報

納得・合意

・理解

・互いに納得
できる認識

適切な提案

意識の共有
と熟議

・理解

・考えを正す

・修正対話を通じて

望ましい姿をさぐり
その為の適応策を
作成する。

■理解出来る情報の供給と合意

経済的インパクト 市民の満足度

四国地方の降雨特性

年平均降水量分布図
少雨の北四国

多雨の南四国

両極端な
降雨特性

太平洋岸式気候

瀬戸内式気候早明浦ダム

池田ダム

水供給不足量情報

■産業連関分析で需要・政策効果を予測

■気候変動適応の政策立案システム



農業：ハウス園芸のIoTによる管理

環境データ

エネルギーデータ

ビジネスデータ

統合管理プラットフォーム
収集データを可視化・分析

SQL DB

JGN
(情通機構クラウド)

閉域網

Internet

熱電併給設備

外気象センサー
ハウス内センサー
設備制御装置
環境計測システム

熱データ
電力データ

労務データ
会計データ
出荷売上データ

①課題構造のモデル化

③経営企画のモデル化
とデジタル化

②



「地場パン屋 × DX」 ⇒ 全国展開
✓コロナ禍の逆風下でも顧客コミュニケーションを維持しオンライン販売の売り上げを数倍増やした

※八天堂（広島県三原市）

文字データ

ネット上の
繋がりデータ

SNS上の個人間繋がり等

×
AI目利き力

ビジネス判断力

・AI活用法の勘が働く

・最先端技術の情報収集ができる

・マーケティング的視点から

有効性を判断できる

・財務的視点に目配りできる

社内DX人材による
更なる、売り上げアップ

仕入れ効率化

アプリ・SNSより抽出

作成：高知工科大学 古沢浩教授



観光業
高知県内の交通・店舗および空港で貸与した観光客のモバイルの位置情報などビッグデータをAIにより
解析し、高知県を訪れる観光客の観光動機をリアルタイムで分析し、モバイルに推奨ルートや商品情
報を提供する。また、これらの情報から高知県観光の魅力的な周遊ルートや将来動向をAIが提案する。

検索

観光AI
１．家族、一人旅？
２．産品、運動、自然、食事？

●周遊ルート、店舗、施設の提案

提案

位置情報・速度情報
滞在情報・再検索情報

売り上げ増加

売り上げ増加

満足度の増加

位置情報・速度情報
滞在情報・再検索情報

●各店舗の売り上げ情報
●各施設の入込客数情報

●運営会社に利益分配し、
経費を確保する
ビジネス



〇デジタル時代のビジネス創造

ビジネス環境
ビジネス規範
社会経済構造

（法令・規則・関係性・課題など）

ITプラットホーム（PT）

DB 顧客
行動

AI ⇔ アプリ

ニーズ

サービスサービスサービス

サービス提供側の
ビジネス内容
ビジネス戦略

の分析・創造機能
DXシステムの創造とDX構造モデル

〇観光客の意図：心理学・消費者行動論

〇観光設計：観光学・観光の魅力分析

〇デジタル通貨：行動経済学・経済分析

①統合して初めて課題を発見。
②課題の構造モデル（メカニズム）解明

⇒学術の統合で明らかに。

① ②

③

①観光売り上げが伸びない理由？
②観光客はどんな心理で刊行しているのか？
③地域通貨は観光に効果があるのか？

価値創造

①観光振興
②工場効率化
③商品開発
④リモート医療
⑤商店事務効率化



・機関投資家に勤務するトレーダーの成果主義による評価制度が取引行動に与える影響の研究

・ファミリービジネス承継のプロセス・要素とコミュニケーションに関する研究

・組織間関係による機能性材料の技術経営戦略分析

・日本のバイオ医薬品研究開発におけるプロセス及び組織間関係に関する研究

・「志」醸成のメカニズムとビジネス・スクールにおける教育が及ぼす影響に関する研究

・日本企業におけるデジタルトランスフォーメーションのフレームワーク研究
－デジタルによるビジネス革新実行のメカニズム－

・プロダクト・イノベーションの普及構造に関する研究
―消費者行動の不均一性を考慮したモデル化とシミュレーションを通して―

●起業マネジメントコース：博士論文一覧
（２０１７～２０２１の５年間） 〇マーケティング論

〇心理学
〇社会シミュレーション理論

〇経営戦略論
〇学習理論
〇組織間関係論

http://doi.org/10.32149/00002269
http://doi.org/10.32149/00002150
http://hdl.handle.net/10173/1979
http://hdl.handle.net/10173/1983
http://hdl.handle.net/10173/1990
http://hdl.handle.net/10173/1861
http://hdl.handle.net/10173/1861
http://hdl.handle.net/10173/1514
http://hdl.handle.net/10173/1514


デジタル社会/知識社会が求める人材
（学生の育成と、社会人のリスキリング）

デジタル社会/知識社会における価値創造や課題解決は、

①多種多様なデータからソリューションとイノベーションに必要な情報を
合理的かつ簡易に抽出できる。

②多様な分野の原理的理解に基づき、これらの情報や課題などを多視点で
分析し、その成果を踏まえて課題解決の方法あるいはイノベーションを
多視点により創造できる。

③そのために必要な、多様な学問の原理を理解している。
④ ①～③を具体化できるマネジメント能力を有する。

社会経済や課題、価値創造を俯瞰的かつ構造的に理解できる人材（日本の弱点）
を育成する。

２．DXと次世代人材（デジタル社会の人材像）



データサイエンス
情報科学系（情報処理、
人工知能、統計学など）

多様な基礎学問
工学、経済学、情報学、
生物学、心理学など

マネジメント

経営学系（経営、会計、マーケ
ティング、ファイナンスなど）

気付きサポート

新たな知の発見

多様な視点で分析

技術・理論の統合能力

イノベーション力経営の効率・効果

システムでの発想

デジタルビジネス 価値創造力

システムのモデル化

起業・事業創造力

マネジメント（資金、事業）

デジタル社会/知識社会
が求める人材


